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自己紹介
• 物質・材料研究機構科学情報室
–専門図書館運営

–機関リポジトリ構築、電子リソースサービス

→ 情報提供者（図書館担当者）として

• 前職：国立情報学研究所ポスドク研究員
–エンティティ検索、Web検索、Web情報探索行動

– KAKEN, NTCIR WEB, CRES
→ 利用者（研究者）として

• 東京都北区出身。2004年、筑波大学（図書館情報大学）修了。2008年9月より物
質・材料研究機構。Information Science/Computer Scienceの視点から、情報検
索、電子図書館の研究に従事。情報知識学会理事。

• http://masao.jpn.org
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情報サービス提供者として
―論文情報の活用―

• NIMS eSciDoc
– リポジトリシステム（機関内研究成果の蓄積と活用）

–物質・材料研究所（NIMS）1年間の研究論文生産
• 2008年度：8,233件 (常勤研究者: 約400名)

–Max‐Planck Digital Libraryとの共同研究開発

• 教育研究論文索引データベース
–教育分野の研究論文の高度活用（ API化、各種連携）

–約15万件の教育研究分野の論文書誌情報

– Z39.50, SRU/SRW, DOAJJ, i‐Linkage
–江草由佳研究員（国立教育政策研究所教育研究情報
センター）との共同研究
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CiNiiから論文情報を抽出し
て、一括自動保存
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CiNiiへ直接リンクできれば
本文入手の可能性が広がる

[CiNii]
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書誌情報らしき文字列からCiNiiへリンクを張る

http://i‐linkage.nii.ac.jp/cinii/
（NII相澤教授）



利用者（研究者）の立場から

• CiNiiは日常的な学術情報リソースとして利用中

• 例えば、先月（2009年5月）の自宅PCからのCiNii
利用状況

–総ページビュー： 325ページ（9日間; 27日PC利用中）

–検索回数：129回

–文献抄録閲覧回数：102回

– （この間、研究会発表1件、原稿投稿2件）
※Google検索回数: 1378回
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開発者の立場から

• いろいろなアイデアが広がる

– 「研究者SEOツール」

– 「Web上からのCiNii引用論文を探す」

–などなど
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研究者

学術論文 研究会・セミナー
（イベント）

共著者

学会・学術コミュニティ

個人ページ ウェブ
サーチエンジン

CiNii論文DB

Webデータ

ウェブページ群

研究機関

時系列変化共同研究者
共同研究グループ

学術情報検索
サービス



まとめ

• CiNiiとは

–情報提供サービスの側からみると、安定した書誌
情報・本文PDFの提供源
• 自前の情報をよりリッチにできる！

–情報利用者の側からみると、論文入手の用途に
沿った優れたインタフェース

• 今後の課題
– CiNiiの寄せ集め性…
• NII‐ELS, CJP, NDL, IR, etc.
• 書誌の質がAPI経由のマッシュアップ精度に影響する!?
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収録DBによるデータの揺れ
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